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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月30日(2011.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　棟用防水シートの長手方向の両裾部を、棟木に対して屋根材に下ろした場所が、棟包の
両裾を垂直に下ろした線又はその内側に納まるように、構成されたことを特徴とする、棟
用防水シート。
【請求項２】
　前記棟包の横手寸法は１８０～２４０ｍｍであり、
　前記棟用防水シートが、前記棟包の内側の墨打ち位置に相当する線か、その線の内側に
納まるように、構成されたことを特徴とする請求項１に記載の棟用防水シート。
【請求項３】
　前記棟用防水シートは、耐引き裂き性と熱収縮性を有するエラストマーシートを、粘着
剤を用いてアルミ箔の表面側に貼り合わせ、該アルミ箔の裏面側に、樹脂系塗料をコーテ
ィングした多層防水シートであって、当該多層防水シートの長手方向の途中に該長手方向
と直交する横手方向にわたって横手方向折返し重合せ部を形成し、該長手方向にわたって
長手方向折返し重合せ部を形成した屋根用防水シートを用いることを特徴とする、請求項
１又は請求項２に記載の棟用防水シート。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載の棟用防水シートの長手方向の中央部を、棟
木の上側面に屋根の棟方向と並行に設置する工程と、
　棟用防水シートを棟木にステープル等で仮止めする工程と、
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　棟用防水シートの長手方向の裾部を棟木に対して押し下げる工程と、
　前記棟用防水シートの裾部が屋根材に届かない場合に、前記長手方向折返し重合せ部を
横手方向に延伸させて、当該裾部が当該屋根材に届く状態にする工程と、
　前記屋根材の山部に対しては、前記棟用防水シートの裾部を長手方向に接着する工程と
、
　前記屋根材の谷部に対しては、当該谷部形状に沿うように、前記棟用防水シートを長手
方向に延伸させて接着する工程と、
　を備えることを特徴とする棟用防水シートの設置方法。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４の何れか１項に記載の棟用防水シートを用いると共に、
　前記棟用防水シートで被覆される棟木の支持に樹脂製棟支持材を用いたことを特徴とす
る棟用防水シートを用いた棟施工ユニット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】棟用防水シート、棟用防水シートの設置方法、棟用防水シートを用いた棟
施工ユニット
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建造物の屋根のうち棟部の被覆に用いられる棟用防水シートに関し、特に複
雑な形状の被覆領域に対しても非常に長期間に渡って保形性と防水性を維持できる棟用防
水シートに関する。また、本発明は、建造物の屋根のうち棟部に棟用防水シートを用いて
施工する棟用防水シートの設置方法に関する。さらに、本発明は、建造物の屋根のうち棟
部に棟用防水シートを用いた棟施工ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の日本における木造一戸建て住宅や土蔵等の木造建築物においては、瓦屋根の棟部
や壁まわりに使用する面戸材として、石灰と砂と粘土等を混練した、屋根土が一般的に用
いられている（特許文献１参照）。このように屋根土が用いられているのは、日本におい
ては良質の粘土が容易に得られていた為であり、このような事情は地域的・文化的事情が
共通している韓国や中国においても同様であると考えられている。
【０００３】
　他方、ヨーロッパにおいては事情が異なり、特にドイツのように日本と比較して寒冷な
地域では、暖房のための暖炉の煙突が屋根から突出した形態となるため、瓦屋根と煙突と
の接合部に、ポリイソブチレン樹脂とアルミの金属網を積層した壁際用の防水シートを使
用することが提案されている（特許文献３）。また、棟用の屋根用防水シートとして、Ｐ
ＥＴ（Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ・ポリエチレンテレフタ
ラート）樹脂とアルミ箔を貼り合わせた通気性を有する棟用の防水シートを使用すること
が提案されている（特許文献４）。また日本においても、屋根に換気用開口部を設ける類
型の住宅が提案されており、このような換気用開口部の防水シール材として、スポンジを
用いた面戸材（特許文献２）が提案されている。このようなスポンジには、例えばＥＰＤ
Ｍ（Ｅｔｈｙｌｅｎｅ　Ｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　Ｍｅｔｈｙｌｅｎｅ　Ｌｉｎｋａｇｅ・エ
チレンプロピレンゴム）やブチルゴムなどの合成ゴムを材料とするスポンジが用いられる
（特許文献５［００２１］参照）。
【０００４】
　さらに、屋根に天窓を設ける類型のプレハブ住宅が提案されており、このような天窓用
には屋根土と比較して軽量である防水シートが提案されている（特許文献５）。この天窓
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用防水シートは、架橋ゴム又は樹脂製シートに対して、変形可能で自己保形性を備えた金
属シートを積層固定した屋根用防水シートにおいて、幅方向から直交する方向に亙って折
り返し重合部を形成したものである。
【０００５】
【特許文献１】特許第３１９６０５８号
【特許文献２】特開２００５－３２５５９２
【特許文献３】ＤＥ　３６４２０６３Ａ１
【特許文献４】WO　２００４／０２２８７８　Ａ１
【特許文献５】特許第３７０２２７７号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　現在、屋根の棟部や壁際の防水施工には、大きく分けて二種類の材料と工法が存在して
おり、その夫々で課題が存在している。第一類型は、湿式施工である（特許文献１）。し
かし、湿式施工における内在的制約として、使用されている屋根土は、施工に作業者の技
能と施工時間を要すると共に、重量物であるため、木造建築物の耐震性を弱める原因とな
っていた。また、良質の粘土が長年の採掘によって掘り尽くされてきており、原材料の手
配が困難になりつつある。
【０００７】
　第二類型は、乾式施工であり、上記の特許文献２～５で、各々の提案がされているが、
各乾式施工は完璧なものではなく、其々固有の課題を有している。まず、特許文献２で開
示されているスポンジを用いた面戸材に関しては、スポンジ部分が鳥によって突かれると
いう鳥害があることに加え、屋根材の凹凸に隙間なく施工することが困難という課題もあ
った。
【０００８】
　次に、特許文献４で開示されている防水シートでは、長手方向へのプリーツ加工による
延伸と、切込みを入れたことで横手方向への延伸を可能にした防水シートは、様々な棟の
高さの差異に対応できるように横手（幅）方向に広いシートとなっている。そこで、欧州
のキリスト教文化圏のように住宅の屋根形状や色彩が地域の建築規制によって統一されて
いる場合や、日本のプレハブ住宅のように画一化された量産型住宅には適している。しか
し、日本の在来型建築物は注文主の個性が出現しやすい類型であり、また地域の特性に応
じた建築物類型が存在すると共に、建築物においては敷地形状と建築基準法や都市計画法
による建築規制があり、現実に建築される木造建築物は多様な個性を有しているのが実情
である。そこで、屋根形状も区々となり、設置時に作業者が現場の棟包の内側に納まるよ
う、防水シートの折り曲げ作業が必要であった。また、強風を伴う雨が切込みによる開口
部を介して、直接繊維部分に当たる可能性があるため、切込み部から建築物の屋根の内側
に浸水の蓋然性が存在していた。
【０００９】
　続いて、特許文献５で開示されている防水シートでは、耐水性を備えた可撓性シートを
長手方向に対し、直角方向に屈折積層し、壁と瓦との防水材に使用するものである。しか
し、屋根の棟や壁際への防水シートの設置を検討する場合、上述したように、様々な意匠
の屋根材や屋根勾配があるため、高さの調整ができることが望ましい。また、屋根の棟や
壁際は一般的に作業者が手で屋根材の凹凸に沿わせて施工するが、木槌などで軽く叩いて
防水シートを整形することが好ましい場合もあるところ、防水シートの材質が厚く硬いと
、折り返し重合部の間隔も大きくせざるを得ず、作業者が隙間無く防水シートを延伸する
作業は容易ではない。
【００１０】
　さらに、防水シートのアルミ箔は、屋根のように直射日光が照射される過酷な環境のも
とで、数十年にわたりその防水性能を維持することが望ましいが、数十年というスパンで
はアルミ箔は湿気等に対して腐食してしまい、再度の施工に耐えることが出来ないという
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課題がある。従来の日本においては、住宅の量的充足が叫ばれ、その寿命に関しては木造
住宅の固定資産税の評価上の耐用年数である２３年程度確保されれば足りるとする見解も
あったが、近年の資源価格の高騰などから百年住宅の必要性も認識されつつあり、防水シ
ートにおいても寿命が長いほうが良いことは言うまでもない。
【００１１】
　さらに、乾式施工に共通する課題として、次の課題があった。
（１）いずれもブチルテープやアクリルテープなどの粘着剤を瓦等の屋根材に接着させる
工法を採用するのが一般的であるため、経年後の屋根材からの剥離が生じる。
（２）金属性の棟木支持材を使用しているため、積雪時や強風時には、棟木支持材に負荷
が掛かって曲がり、棟包と乾式材料が負荷の掛かった方向に倒れてしまうことがある。
【００１２】
　本発明は上述した課題を解決するもので、第一の発明は、屋根用防水シートを用いて、
屋根の棟部への防水シートの設置が現場設置形状に適合するように、容易に施工できる棟
用防水シートを提供することを目的とする。第二の発明は、建造物の棟部に棟用防水シー
トを用いて施工する場合に用いて好適な、棟用防水シートの設置方法を提供することを目
的とする。第三の発明は、建造物の棟部に用いて好適な、棟用防水シートを用いた棟施工
ユニットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決する第一の発明の棟用防水シートは、例えば図５に示すように、棟用防
水シート２０の長手方向の両裾部を、棟木３１に対して屋根材３５に下ろした場所が、棟
包３６の両裾を垂直に下ろした線又はその内側に納まるように、構成されたことを特徴と
する。このように構成された棟用防水シート２０によれば、一般的に、棟包３６の横手寸
法は１８０～２４０ｍｍであるが、本発明の棟用防水シート２０は、例えば図５（ｂ）に
示すように、棟木３１に対し、両裾部を下方へ押し下げることで、裾部が同棟包１６の内
側の墨打ち位置に相当する線か、その線の内側に納まる。
【００１４】
　好ましくは、前記棟用防水シートは、耐引き裂き性と熱収縮性を有するエラストマーシ
ートを、粘着剤を用いてアルミ箔の表面側に貼り合わせ、該アルミ箔の裏面側に、樹脂系
塗料をコーティングした多層防水シートであって、当該多層防水シートの長手方向の途中
に該長手方向と直交する横手方向にわたって横手方向折返し重合せ部を形成し、該長手方
向にわたって長手方向折返し重合せ部を形成した屋根用防水シートを用いることを特徴と
するとよい。ここで、当該多層防水シートは、例えば図１に示すように、耐引き裂き性と
熱収縮性を有するエラストマーシート１を、粘着剤２を用いてアルミ箔３の表面側に貼り
合わせ、該アルミ箔３の裏面側に、樹脂系塗料４をコーティングしたことを特徴とするも
のである。
【００１５】
　当該多層防水シートによれば、エラストマーシート１が可塑性を有すると共に耐久性を
有しているので、屋根用の防水シートとしての用途に適する。アルミ箔３は、エラストマ
ーシート１を貼り合せて積層させることで、保形性・断熱性・防火性を多層防水シートに
付与すると共に、エラストマーシート１が熱収縮性である場合の、熱収縮防止ができる。
粘着剤２は、エラストマーシート１とアルミ箔３との二層間の接着をするもので、併せて
折り曲げ加工の際に生じる当該二層間に起こる応力を緩和して、折り曲げ加工を容易にす
る。樹脂系塗料４をコーティングしているので、耐久性や耐食性を向上させるという通常
の目的を達成すると共に、仮に多層防水シート５の被覆対象となる屋根形状や壁際形状が
突端のような曲率の大きな形状であるため、多層防水シート５を極端に変形させて被覆す
る必要がある場合でも、アルミ箔３が破れてしまうことを防止でき、防水性が高まる。
【００１６】
【００１７】
【００１８】
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【００１９】
【００２０】
【００２１】
【００２２】
【００２３】
【００２４】
　また、当該屋根用防水シートは、例えば図２（ｂ）に示すように、多層防水シート５の
長手方向の途中に該長手方向と直交する横手方向にわたって横手方向折返し重合せ部Ｔを
形成し、該長手方向にわたって長手方向折返し重合せ部Ｌを形成した二方向折り重ね状態
とする。そして、例えば当該二方向折り重ね状態の屋根用防水シート１０を、例えば図３
に示すように構成することで、長手方向に加えて横手方向にも延伸性を有する棟用防水シ
ート２０を形成するための部材として利用できる。
【００２５】
　当該屋根用防水シートによれば、当該二方向折り重ね状態の屋根用防水シート１０とし
ているので、横手方向折返し重合せ部Ｔを延伸することで、屋根材の凹凸に対応し、長手
方向折返し重合せ部Ｌを延伸することで、棟木の高さの差異への対応だけでなく、水返し
の役目も果たす。また、作業者にとっても、横手方向への薄手のエラストマーシート１の
弾性とアルミ箔３の保形性を有するシートのため、手に馴染みやすいため、施工不良が起
き難く、施工時間の短縮につながる。
【００２６】
【００２７】
【００２８】
【００２９】
【００３０】
　好ましくは、第一の発明の棟用防水シートにおいて、当該棟用防水シートは、例えば図
３に示すように、長手方向の延伸性が１２５％～１７５％であり、横手方向の延伸長さが
４０ｍｍ～２００ｍｍであることを特徴とする。
【００３１】
　このように構成された棟用防水シート２０によれば、例えば図３・図５に示すように、
長手方向への延伸について、屋根の棟木３１の長さを１００％とすると、瓦などの代表的
な屋根材３５の凹凸を考慮した表面長さは１４５％であるため、これ以上の延伸率を確保
すれば施工できるのだが、凹凸の少ない屋根材３５は、１２５％でもよい。これにより、
無駄な材料コストを抑えることができる。また、横方向への延伸について、一般的な施工
では、棟木３１の高さが屋根の棟頂から、２０ｍｍ～８０ｍｍの間であり、これを大幅に
上回る延伸は必要がないため、無駄な材料コストを抑えることができる。
【００３２】
　好ましくは、第一の発明の棟用防水シートにおいて、当該棟用防水シートは、例えば図
３に示すように、横手方向に延伸する前の横手方向の長さが、１３０ｍｍ～２６０ｍｍで
あることを特徴とする。このように構成された棟用防水シート２０によれば、一般的に、
棟包３６の横手寸法は１８０～２４０ｍｍであるが、本発明の棟用防水シート２０は、例
えば図５（ｂ）に示すように、棟木３１に対し、両裾部を下方へ押し下げることで、裾部
が同棟包１６の内側の墨打ち位置か、その位置の内側に納まる。
【００３３】
　好ましくは、第一の発明の棟用防水シートにおいて、当該棟用防水シートは、例えば図
３に示すように、エラストマーシートの表面の少なくとも一部に、長手方向にわたって釘
穴シール性を有するシートを装着したことを特徴とする。このように構成された棟用防水
シート２０によれば、棟木３１の上側面に対応する屋根用防水シートのエラストマーシー
ト１の表面に、釘穴シール性を有するシート２７を装着することで、屋根用防水シート２
０を棟木３１の上にステープル、釘、ビスなどで仮止めした穴からの漏水の問題を解決す
ることができる。
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【００３４】
　好ましくは、第一の発明の棟用防水シートにおいて、当該棟用防水シートは、例えば図
５（ａ）、（ｂ）に示すように、長手方向折返し重合せ部Ｌは、各建築物によって相違す
る棟木３１の高さに対して、長手方向折返し重合せ部Ｌの展開状態を調整することで対処
できるように構成されるとよい。
【００３５】
　好ましくは、第一の発明の棟用防水シートにおいて、当該棟用防水シートは、例えば図
５（ｃ）に示すように、長手方向折返し重合せ部Ｌは、水返しとして機能するように、長
手方向折返し重合せ部Ｌの展開状態を調整できるように構成されるとよい。
【００３６】
　好ましくは、第一の発明の棟用防水シートにおいて、当該棟用防水シートは、例えば図
４に示すように、屋根用防水シート１０に通気性手段２８，２９を備えたことを特徴とす
る。このように構成された棟用防水シート２０によれば、通気性手段を設けることで、通
気性を備え、風を伴う雨であっても、雨水が撥ね返される。さらに好ましくは、通気性手
段に撥水作用を附帯させると、通気性手段に水分が付着しても、通気性手段から内側への
雨水侵入を防止できる。
【００３７】
　好ましくは、当該棟用防水シートにおいて、通気性手段は通気孔２９を長手方向に向け
て複数設け、通気孔２９を覆う通気撥水繊維２８をエラストマーシート１の表面に装着し
てなるように構成するとよい。このように構成された棟用防水シート２０によれば、エラ
ストマーシート１の表面に通気撥水繊維２８と通気孔２９を設けることで、通気性を備え
、風を伴う雨であっても、雨水が撥ね返され、さらに通気撥水繊維２８に水分が付着して
も、撥水作用により、通気孔２９から内側への雨水の侵入を防止できる。さらに好ましく
は、水返し機能を営む長手方向折返し重合せ部Ｌの棟設置方向の上側に位置する部位に、
通気撥水繊維２８と通気孔２９を設けると、水返し機能により雨水が撥ね返されると共に
、水返し機能の上部の通気撥水繊維２８に水分が付着しても、撥水作用により、通気孔２
９から内側への雨水の侵入を防止できる。
【００３８】
　さらに、好ましくは、第一の発明の棟用防水シートにおいて、当該棟用防水シートは、
例えば図５に示すように、棟用防水シート２０の長手方向の中央部が棟木３１の上側面に
長手方向に固定され、棟用防水シート２０の長手方向の両裾部が棟包３６の両裾を垂直に
下ろした線の内側に納まるように、棟際1段目の屋根材３５に粘着テープ２５で接着され
、棟包３６が屋根用防水シートを覆う状態で施工されるように構成されるとよい。
【００３９】
　好ましくは、第一の発明の多層防水シートにおいて、更に、エラストマーシートは、ク
ロロスルフォン化ポリエチレンまたはＥＰＤＭであることを特徴とする。このように構成
された多層防水シートによれば、クロロスルフォン化ポリエチレンまたはＥＰＤＭは、耐
久性を有しているので、エラストマーシートの耐久性を高め、屋根用の防水シートとして
の用途に適する。特に、クロロスルフォン化ポリエチレンは、優れた着色性を有するため
、屋根材の色に自在に対応ができる。さらに、クロロスルフォン化ポリエチレンは、耐熱
性、耐焔性、耐寒性、耐屈曲性、耐塩性等々に優れているため、寒冷地や熱帯地、防火地
域、強風地、塩害地でも地域を問わず使用が可能で、屋根用の防水シートとしての用途に
適する。
【００４０】
　上記課題を解決する第二の発明である棟用防水シートの設置方法は、例えば図５～図７
に示すように、請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載の棟用防水シート２０の長手方
向の中央部を、棟木３１の上側面に屋根の棟方向と並行に設置する工程と（ステップ１０
０）、棟用防水シート２０を棟木３１にステープル等で仮止めする工程と（ステップ１０
２）、棟用防水シート２０の長手方向の裾部を棟木３１に対して押し下げる工程と（ステ
ップ１０４）、棟用防水シート２０の裾部２４が屋根材３５に届かない場合に、長手方向
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折返し重合せ部Ｌを横手方向に延伸させて、裾部２４が屋根材３５に届く状態にする工程
と（ステップ１０６）、屋根材３５の山部３５２に対しては、棟用防水シート２０の裾部
２４を長手方向に接着する工程と（ステップ１０８）、屋根材３５の谷部３５４に対して
は、当該谷部形状に沿うように、棟用防水シート２０を長手方向に延伸させて接着する工
程と（ステップ１１０）、とを有することを特徴とする。
【００４１】
　ここで、棟用防水シート２０として請求項１０に記載の接着テープ２５を用いている場
合に、棟用防水シート２０を屋根材３５の山部３５２や谷部３５４と接着するために、粘
着テープ２５に設けられた剥離紙２６を剥がすタイミングは、ステップ１０２とステップ
１０４との間、ステップ１０４と同時、ステップ１０４とステップ１０６との間、ステッ
プ１０６とステップ１０８との間、ステップ１０８とステップ１０１０との間、の何れで
もよい。
【００４２】
　上記課題を解決する第三の発明である棟用防水シートを用いた棟施工ユニットは、例え
ば図５に示すように、請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載の棟用防水シート２０を
用いると共に、棟用防水シート２０で被覆される棟木３１の支持に樹脂製棟支持材３２を
用いたことを特徴とする。このように構成された棟用防水シートを用いた棟施工ユニット
によれば、棟木３１の支持に樹脂製棟支持材３２を用いているので、堅牢性を確保して、
長期間使用しても倒れることが防止できる。そこで、従来のように防錆加工された金属製
の棟支持材について生じていた課題、即ち、剛性に乏しく、風や積雪などで揺れたり曲が
ってしまう課題が解決される。
【発明の効果】
【００４３】
【００４４】
【００４５】
【００４６】
【００４７】
　第一の発明の棟用防水シートによれば、以下の効果がある。
（ａ）　棟用防水シートは、軽量であり作業者の熟練度や技術に依らずに使用できる。
（ｂ）　棟用防水シートに用いられる屋根用防水シートに、クロロスルフォン化ポリエチ
レンシートを用いると、棟用防水シートの表面が耐摩耗性や耐引き裂き性に優れるクロロ
スルフォン化ポリエチレンシートで覆われているため、屋根用防水シートや棟用防水シー
トに対する鳥害の恐れがない。
【００４８】
　（ｃ）　棟用防水シートには、請求項３記載の長手方向折返し重合せ部Ｌを設けてある
ため、棟用防水シートを棟等の屋根に設置する場合にも、幅手方向又は高さ方向にも延伸
ができる。また、長手方向折返し重合せ部Ｌによって棟用防水シートが予め折り畳まれて
いるため、棟包内に納めるための折り畳み作業が不要になると共に、長手方向折返し重合
せ部Ｌは水返し効果を有すため、請求項９記載のように通気部を設けている類型の棟用防
水シートであっても漏水問題が生じない。
【００４９】
　（ｄ）　棟用防水シートに、クロロスルフォン化ポリエチレンシート１を使用すると、
従来の粘着テープの接着力とアルミ箔の保形性との協働関係に起因する、経年変化による
屋根材からの剥離を抑えることができる。
【００５０】
　棟用防水シートに多層防水シートを用いると、耐引き裂き性と熱収縮性を有するエラス
トマーシートを、粘着剤を用いてアルミ箔の表面側に貼り合わせ、該アルミ箔の裏面側に
、樹脂系塗料をコーティングので、エラストマーシート・アルミ箔・粘着剤・樹脂系塗料
の四層構造により、折り曲げ加工性と耐久性も併せ持つ。従って、本発明の多層防水シー
トを屋根用防水シートとして使用する場合の効果として、様々な意匠の屋根材や屋根勾配
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が類型的に存在する建築物において、屋根の棟や壁際への防水シートの設置が現場設置形
状に適合するように、容易に施工できる屋根用防水シートに用いて好適である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５１】
　以下、図面によって本発明の実施の形態について説明する。まず、多層防水シートを説
明する。
【００５２】
　　図１は、本発明の棟用防水シートに用いられる多層防水シートを説明する構成図であ
る。図において、多層防水シート５は、エラストマーシート１、粘着剤２、アルミ箔３、
樹脂系塗料４の四層構造になっている。ここで、エラストマーシート１に用いられるエラ
ストマーには、熱可塑性エラストマー、架橋ゴム、未架橋ゴムが含まれる。エラストマー
は、ＪＩＳＫ６４１８に用語の定義があり、弾性ポリマー（Ｅｌａｓｔｉｃ　Ｐｏｌｙｍ
ｅｒ）の一種である。分子間を共有結合で結合し、三次元網目構造（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｓ
ｔｒｕｃｔｕｒｅ）を形成する高分子は、ガラス転移温度Ｔｇ以上ではゴム弾性という性
質を示す。ゴムの弾性は、本来規則構造を持たない分子の配列が、外部からの力により規
則性になり、これが元の不規則な配列に戻ろうとするときの力によるもので、熱力学的に
は応力によるエントロピーの低下（ギブス自由エネルギーの増加）が元に戻ろうとする力
による弾性であるから、エントロピー弾性とも呼ばれる。
【００５３】
　そして、多層防水シート５におけるエラストマーシート１には、自然架橋のクロロスル
フォン化ポリエチレンを用いることが好ましい。特に、自然架橋タイプを用いることで、
架橋工程を省くことができ、成形後、常温状態で形状を記憶するシートとなる。クロロス
ルフォン化ポリエチレンシート１は、０．１５ｍｍ～０．４５ｍｍ、特に好ましくは、０
．３ｍｍ、という薄手の状態であることが好ましい。ここで、クロロスルフォン化ポリエ
チレンとは、クロロスルホン化ポリエチレンを主成分とする配合物で、クロロスルホン化
ポリエチレン以外に、タルク、炭カル、シリカ、カーボンなどの無機物、芳香族プロセス
オイル、塩素化パラフィンなどの可塑剤、ポリエチレンワックスなどの加工助剤を必要に
応じて添加することができる。
【００５４】
　また、自然環境下での架橋状態を調整するために、酸化マグネシウム、リサージ、硫黄
、エポキシなど、クロロスルホン化ポリエチレンの架橋に使用される一般的な架橋剤、も
しくは架橋助剤を必要に応じて添加することもできる。さらに、ゴム成分として、主成分
のクロロスルホン化ポリエチレン以外のゴム成分として、天然ゴム、スチレン・ブタジエ
ンゴム、ブタジエンゴム、エチレン・プロピレン・ジエンゴム、クロロプレンゴム、ブチ
ルゴム、二トリルゴム、ウレタンゴムなどを必要に応じて添加することができる。また、
ゴム成分以外にも、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル樹脂、ポリカーボネー
ト、アクリロ二トリルスチレンブタジエン共重合体、アクリル、エチレン酢酸ビニル（Ｅ
ＶＡ)などの樹脂成分、さらには、ナイロン、ポリエステルなどを主成分とする繊維を必
要に応じて添加することもできる。
【００５５】
　粘着剤２は、エラストマーシート１とアルミ箔３の二層間の接着に用いられる。粘着剤
２により、二層間に起こる折り返した部位の応力を緩和でき、より折り曲げ加工性に富む
シートが得られる。粘着剤２には、特にアクリル系粘着剤２が好ましい。これに対して、
ブチルゴムやポリイソブチレンなどでは、加熱時に軟化してしまうため、エラストマーシ
ート１が熱収縮した場合に、アルミ箔上３に固着しておくことができなくなるという不都
合を生じる。
【００５６】
　また、エラストマーシート１とアルミ箔３を積層させる工程についても、アクリル粘着
剤２は、ブチルゴムやポリイソブチレンなどのゴム系粘着剤と比較すると、粘性が低いた
めラミネート加工装置が使用でき、加工速度も１０［ｋｍ／ｈ］以上で貼り合わせ加工が
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でき、加工コストを低減できる。
【００５７】
　アルミ箔３は、作業者が手加工により成形するため、軟質アルミニウムであり、厚みが
３０μｍ～９０μｍ（好ましくは４０μｍ）程度が好ましい。アルミ箔３の厚みは、貼り
合せられるエラストマーシート１の厚さと熱収縮力、作業者が多層防水シートを屋根材の
凹凸に対応できるように変形する場合の作業性、並びに多層防水シートを製造するために
用いる織り機の能力により定まる。そして、アルミ箔３の厚みの下限側は、次の三要件に
より定まる。
【００５８】
（ｉ）エラストマーシート１とアルミ箔３の貼り合わせ工程における巻き巣の発生頻度
（ｉｉ）アルミ箔３がエラストマーシート１を積層固定する力に対し、列理方向への熱収
縮力が大きくなり、エラストマーシート１がアルミ箔３から剥離してしまうこと、
（ｉｉｉ）アルミ箔３が形状を保持する力に対し、列理方向への熱収縮力が大きくなり、
アルミ箔３が表面側に丸まってしまうこと。
【００５９】
　他方、アルミ箔の厚さの上限は、作業者が多層防水シートを手加工で屋根材の凹凸に対
応できるように変形できる程度の低剛性が必要である。さらに、エラストマーシート１と
アルミ箔３の厚さは、多層防水シートを製造するために用いる織り機で織ることができる
剛性である必要がある。これら三要件を充足するアルミ箔３の厚さとしては、３０μｍ～
１２０μｍが好ましい（表１、表２、表３参照）。
【００６０】
　樹脂系塗料４は、耐引裂性を考慮し、エポキシ樹脂系塗料の塗布厚を０．５μｍ～５μ
ｍ、好ましくは１μｍ～４μｍ、特に好ましくは３μｍ程度を焼付け加工するのがよい。
樹脂系塗料４は、耐久性や耐食性を向上させることを目的としてコーティングされるが、
更にアルミ箔３の裏面への加工ついて、耐引裂性を考慮して定められる。耐引裂性の点は
、図２（ｂ）を参照する関係で、該当箇所で詳細に説明する。
【００６１】
　ここで、エラストマーシート１としてクロロスルフォン化ポリエチレンシートを用いた
場合の、多層防水シート５の物性について説明する。まず、クロロスルフォン化ポリエチ
レンシートでは、熱可塑性を有する未架橋ゴムであるため、約７０℃以上の温度が加わる
と、シートの列理方向に大きく収縮が発生してしまう（表１参照）。このため、保形成を
有するアルミ箔３に積層固定することが必要となる。
【００６２】
　この際、より折り曲げ加工を容易にするため、粘着剤２がクロロスルフォン化ポリエチ
レンシート１とアルミ箔３との二層間の接着に用いられる。なお、粘着剤２は特にアクリ
ル系粘着剤２が好ましい。これはブチルゴムやポリイソブチレンなどでは、クロロスルフ
ォン化ポリエチレンと同様、熱により軟化してしまい、アルミ箔３上にクロロスルフォン
化ポリエチレンシート１を固着させておくことができない場合があるだけでなく（表１参
照）、ブチル等のゴム系粘着剤では粘性が高すぎて、二層の貼り合わせ工程に用いるラミ
ネート加工装置が使用できず、貼り合わせコストが高くなる場合があるためである。
【００６３】
　なお、クロロスルフォン化ポリエチレンシート１を厚くすると、貼り合わせ工程におけ
る巻き巣が起こりやすくなるだけでなく、アルミ箔３がクロロスルフォン化ポリエチレン
シート１を積層固定する力（β）に対し、列理方向への熱収縮力（α）が大きくなり、ク
ロロスルフォン化ポリエチレンシート１がアルミ箔３から剥離してしまうことや（表２参
照）、アルミ箔３が形状を保持する力（γ）に対し、列理方向への熱収縮力（α）が大き
くなり、アルミ箔３が表面側に丸まってしまう（表３参照）ため、注意が必要である。
【００６４】
　クロロスルフォン化ポリエチレンシート１とアルミ箔３の厚さ決定は、熱収縮性の条件
を満たし、且つ織り機で織ることができ、且つ作業者が手加工で屋根材の凹凸に対応でき
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るアルミ箔３でなければならない。これらの熱収縮性に対する剛性、施工現場での作業性
、製造効率の三要件を満たすアルミ箔３の厚さとしては、３０μｍ～１２０μｍが好まし
い。
【表１】

【表２】

【表３】

【００６５】
　続いて、本発明の棟用防水シートに用いられる屋根用防水シートを説明する。図２は屋
根用防水シートの構成図で、図２（ａ）は屋根用防水シートについて図２（ｂ）のＡ－Ａ
方向の断面図、図２（ｂ）は屋根用防水シートの構成斜視図である。
【００６６】
　図において、屋根用防水シート１０は、多層防水シート５を例えば図２（ｂ）に示すよ
うに、この多層防水シート５の長手方向（Length
direction）の途中に該長手方向と直交する横手方向（Transverse direction）にわたっ
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て横手方向折返し重合せ部Ｔを形成し、該長手方向にわたって長手方向折返し重合せ部Ｌ
を形成した二方向折り重ね状態としている。
【００６７】
　図２（ａ）、（ｂ）に示すように、横手方向折返し重合せ部Ｔの間隔Ｌｐは、屋根形状
の凸凹形状の複雑さに対応するため、適宜に定める。また、横手方向折返し重合せ部Ｔが
存在するため、屋根用防水シート１０は、上段屋根用防水シート部１０１、上段折曲げ部
１０２、折返し屋根用防水シート部１０３、下段折曲げ部１０４、下段屋根用防水シート
部１０５、連結屋根用防水シート部１０６を有している。そして、折返し屋根用防水シー
ト部１０３を展開すると、上段屋根用防水シート部１０１と下段屋根用防水シート部１０
５との間隔が、折返し屋根用防水シート部１０３の長手方向長さL１０３の二倍の範囲で
調整できる。長手方向折返し重合せ部Ｌの間隔Ｌｐに適合するように、長手側折返し屋根
用防水シート部１０３の長手方向長さL１０３と長手側連結屋根用防水シート部１０６の
長手方向長さL１０６が定められる。
【００６８】
　また、図２（ｂ）に示すように、長手方向折返し重合せ部Ｌが存在するため、屋根用防
水シート１０は、長手延伸側上段屋根用防水シート部１２１、長手延伸側上段折曲げ部１
２２、長手延伸側折返し屋根用防水シート部１２３、長手延伸側下段折曲げ部１２４、長
手延伸側下段屋根用防水シート部１２５を有している。そして、長手延伸側折返し屋根用
防水シート部１２３を展開すると、長手延伸側上段屋根用防水シート部１２１と長手延伸
側下段屋根用防水シート部１２５との間隔が、長手延伸側折返し屋根用防水シート部１２
３の横手方向長さＴ１２３の二倍の範囲で調整できる。
【００６９】
　横手方向折返し重合せ部Ｔは、屋根材の凹凸に馴染ませるように貼り付けるため、横手
方向折返し重合せ部Ｔを連続して設け、横手方向折返し重合せ部Ｔ同士の間隔Ｌｐと延伸
率Ｅｘｐｔは、主に被覆対象となる屋根材の凹凸に応じた適宜の価とすることが好ましい
。ここで、横手方向折返し重合せ部Ｔの延伸率Ｅｘｐｔは、例えば次式で定義することが
できる。
Ｅｘｐｔ＝（Ｌｐ＋２L１０３）／Ｌｐ　　　　　　　　　　（１）
【００７０】
　長手方向折返し重合せ部Ｌは、主に被覆対象となる屋根材の段差のような凸凹形状に適
合するように長手方向に延伸させるため、長手延伸側折返し屋根用防水シート部１２３を
適宜の長さ確保することが好ましい。ここで、長手方向折返し重合せ部Ｌの延伸率Ｅｘｐ
ｌは、例えば屋根用防水シート１０の横手方向の長さＴａｌｌを用いて次式で定義するこ
とができる。
Ｅｘｐｌ＝（Ｔａｌｌ＋２Ｔ１２３）／Ｔａｌｌ　　　　　　　　（２）
【００７１】
　本発明の屋根用防水シートによれば、当該二方向折り重ね状態の多層防水シートを用い
ているので、横手方向折返し重合せ部Ｔを延伸することで、屋根材の凹凸に対応できると
共に、長手方向折返し重合せ部Ｌを延伸することで、屋根材の段差への対応だけでなく、
屋根材の段差による隙間に対して水返しの役目も果たす。また、作業者にとっても、横手
方向への薄手のエラストマーシート１の弾性とアルミ箔３の保形性を有するシートのため
、手に馴染みやすいため、施工不良が起き難く、施工時間の短縮につながる。
【００７２】
　なお、本実施の形態においては、アルミ箔３の裏面への加工として樹脂系塗料４をコー
ティングする際に、特段の配慮をしている。即ち、図２（ｂ）に示すように、多層防水シ
ート５を長手方向と横手方向の二方向で折畳み加工する場合、アルミ箔３に屈折に伴う応
力が掛かり、長手方向折返し重合せ部Ｌと横手方向折返し重合せ部Ｔの接点でアルミ箔３
が破れやすくなる。そこで、樹脂系塗料４の塗布により当該接点での応力を緩和して、ア
ルミ箔３を破れにくくして、製品の歩留まり率を向上させている。アルミ箔３の当該接点
での応力を緩和するため、塗布厚が０．５μｍ～５μｍであることが望ましい。
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【００７３】
　また仮に、図２（ｂ）に示すような、長手方向折返し重合せ部Ｌと横手方向折返し重合
せ部Ｔとの接点を起点として、仮にアルミ箔３に破れが生じた場合であっても、耐引き裂
性に優れるクロロスルフォン化ポリエチレンシート１によって破れる領域の拡大を防止で
き、破断の急速な拡大を防止できる。
【００７４】
　続いて、本発明である棟用防水シートを説明する。図３は、棟用防水シートの一実施の
形態を説明する構成図で、（ａ）は上面から見た平面図、（ｂ）は図３（ａ）のｂ－ｂ方
向から見た横手方向断面図、（ｃ）は下面から見た底面図、（ｄ）は図３（ａ）ｄ－ｄ方
向から見た側面図である。二方向折り重ね状態の屋根用防水シート１０に用いる多層防水
シート５には、横手方向折返し重合せ部Ｔと長手方向折返し重合せ部Ｌとを形成した二方
向折り重ね状態のものを用いているので、棟用防水シート２０は長手方向だけでなく横手
方向にも延伸性を有する。
【００７５】
　図において、棟用防水シート２０は、屋根用防水シート１０を棟部用に適宜の形状にし
て用いると共に、粘着テープ２５、剥離紙２６、釘穴シール性シート部２７を有している
。図３（ａ）に示すように、棟用防水シート２０は、釘穴シール性シート部２７を介して
左右対称の形状を有している。棟用防水シート２０には、長手方向折返し重合せ部Ｌが釘
穴シール性シート部２７に沿って左右に夫々二箇所設けられている。長手方向折返し重合
せ部Ｌが存在するため、棟用防水シート２０は、上段棟用防水シート部２０１、上段折曲
げ部２０２、折返し棟用防水シート部２０３、下段折曲げ部２０４、下段棟用防水シート
部２０５を左右対称に有している。また、図３（ｃ）に示すように、折り目部２０６は、
棟用防水シート２０の下面に現れており、釘穴シール性シート部２７と上段棟用防水シー
ト部２０１との位置合わせ部位である。典型的な棟用防水シート２０の形状は、横手方向
に関しては、釘穴シール性シート部２７の長さＴ２７と、折返し棟用防水シート部２０３
を折り重ねた状態での上段棟用防水シート部２０１と下段棟用防水シート部２０５との両
端の間隔Ｔｒ，Ｔｌを用いて、（Ｔｒ＋Ｔ２７＋Ｔｌ）となっている。他方、棟用防水シ
ート２０の長手方向の長さＬａｌｌは、棟の長さや棟用防水シート２０の全体重量と作業
性の観点から、適宜に定める。
【００７６】
　粘着テープ２５は、ブチルまたはＥＰＤＭが好ましい。壁際用簡便施工装置の長手方向
の裾部Ｍに幅１０ｍｍ～５０ｍｍ（好ましくは３０ｍｍ）装着することが好ましい。釘穴
シール性シート部２７には、例えばポリプロピレンの不織布またはルーフィングと同質材
を用いる。このように構成すると、上段棟用防水シート部２０１を構成する未架橋クロロ
スルフォン化ポリエチレンと、これを被覆する釘穴シール性シート部２７によって、未架
橋クロロスルフォン化ポリエチレンの可塑性が保持され、釘穴シール性を保持できる。
【００７７】
　横手方向折返し重合せ部Ｔは、屋根材の凹凸に馴染ませるように貼り付けるため、折返
し重合せ部Ｔを連続して設け、折返し重合せ部Ｔ同士の間隔Ｌｐは６ｍｍ～１８ｍｍであ
り、延伸率Ｅｘｐｔが１４０％～１６０％であることが好ましい。長手方向折返し重合せ
部Ｌは、主に屋根材の谷部に沿うように長手方向に延伸させるため、折返し棟用防水シー
ト部２０３の横手方向の長さＴ２０３を２０ｍｍ～４０ｍｍ確保することが好ましい。
【００７８】
　本発明の棟用防水シートによれば、屋根用防水シート１０を棟部用に適宜の形状に裁断
しているので、横手方向折返し重合せ部Ｔを延伸することで、屋根材の凹凸に対応できる
と共に、長手方向折返し重合せ部Ｌを延伸することで、屋根材の段差への対応だけでなく
、水返しの役目も果たす。また、作業者にとっても、横手方向への薄手のエラストマーシ
ート１の弾性とアルミ箔３の保形性を有するシートのため、手に馴染みやすいため、平坦
な屋根瓦の葺かれている領域と比較して、棟瓦部のように屋根傾斜の異なる領域の境界に
おいて類型的に生じやすい施工不良の発生が防止でき、施工時間の短縮につながる。
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【００７９】
　図４は、棟用防水シートの他の実施の形態を説明する構成図で、（ａ）は上面から見た
平面図、（ｂ）は図４（ａ）のｂ－ｂ方向から見た横手方向断面図、（ｃ）は下面から見
た底面図、（ｄ）は図４（ａ）ｄ－ｄ方向から見た側面図である。図において、棟用防水
シート２０は、屋根用防水シート１０を棟部用に適宜の形状に裁断すると共に、粘着テー
プ２５、剥離紙２６、釘穴シール性シート部２７、通気撥水繊維部２８、通気孔部２９を
有している。
【００８０】
　通気撥水繊維部２８は、例えば不織布に撥水処理をしたもので、上段棟用防水シート部
２０１の上側に、上段棟用防水シート部２０１の両側に位置する上段折曲げ部２０２まで
被覆する状態で設けられている。通気孔部２９は、上段棟用防水シート部２０１の両側に
位置する折り目部２０６と上段折曲げ部２０２との間に、長手方向に連続して設ける。通
気孔部２９の形状は、通気撥水繊維部２８で被覆された状態で通気性が確保できるように
定めるのがよい。ここでは、上段棟用防水シート部２０１の両側に位置する折り目部２０
６の間隔Ｔ２０６と、折返し棟用防水シート部２０３を折り重ねた状態での上段棟用防水
シート部２０１と下段棟用防水シート部２０５との両端の間隔Ｔｒ，Ｔｌを用いて、（Ｔ

ｒ＋Ｔ２０６＋Ｔｌ）となっている。図４（ｃ）に示すように、通気孔部２９は長手方向
に二列又は三列形成してある。
【００８１】
　図５は、棟用防水シートの施工状態を説明する要部拡大断面図で、（ａ）は屋根の棟部
近傍における棟用防水シートの納まり状態を説明する要部断面図、（ｂ）は棟用防水シー
トの棟部近傍における作業態様を説明する要部断面図、（ｃ）は棟用防水シートの効用を
説明する要部断面図である。図５（ｂ）に示すように、棟用防水シートの裾部を棟木の上
辺を軸にして下ろすことで、棟包の内側に納まることを示した図である。図５（ｃ）に示
すように、棟用防水シートが雨水を遮断して、空気を通している状態を説明している。
【００８２】
　図５（ａ）において、施工対象となる建造物の屋根の棟部３０には、棟木３１、棟木支
持材３２、ルーフィング３３、桟木３４、屋根材３５、棟包３６、ビス３７、木ズリ３８
、野地板３９が用いられている。ここで、棟木３１は、屋根の最上部に、桁行(けたゆき)
方向に取り付ける横木をいう。棟木支持材３２は、例えば発泡ポリスチレンのような樹脂
製が好ましく、棟木３１を支持する棟木接触部３２１と、棟木３１とルーフィング３３ま
での間隙に設けられて支持する縦支持部３２２と、棟を境として両側に傾斜しているルー
フィング３３と接触する逆Ｙ字形接触部３２３とを有している。ルーフィング３３は、防
水作用のあるシート状の部材で、屋根材３５が瓦の場合にはアスファルト系シートが用い
られる。
【００８３】
　桟木３４は、屋根の瓦３５をとめるときに使用する部材で、風通しをよくするため材に
直交して間に挟む小角材である。屋根材３５には、典型的には瓦やスレートを用いるが、
瓦のような厚型の屋根材を用いるとよい。棟包３６は、棟木３１を被覆して防水を確実に
するもので、耐久性の高い金属板や屋根材と同質素材が用いられる。ビス３７は、棟包３
６を棟木３１に固定するのに用いるもので、金属製の剛性が高く耐久性の高い材料が用い
られる。木ズリ３８は、桟木３４の下に垂直に設置する幅２０ｍｍ程度のテープ状のもの
で、桟木３４に雨水が溜まらず、流れ落ちる。野地板３９は、屋根瓦などを固定する屋根
面の下地合板をいい、垂木の上に合板を張り、その上にルーフィング３３を施工してある
。
【００８４】
　このように構成された施工対象となる建造物の屋根の棟部近傍における、棟用防水シー
ト２０の設置手順を次に説明する。図６は、棟用防水シートの設置方法を説明する流れ図
、図７は棟の長手方向に棟用防水シートを敷設する場合を説明する斜視図である。まず、
図５（ｂ）（ｉ）に示すように、棟用防水シート２０の長手方向の中央部を、棟木３１の



(14) JP 2010-37930 A5 2011.9.15

上側面に屋根の棟方向と並行に設置する（ステップ１００）。次に、棟用防水シート２０
を棟木３１にステープル等で仮止めする（ステップ１０２）。ステープル等を打つのは、
釘穴シール性シート部２７とするのがよい。次に、棟用防水シート２０の長手方向の裾部
を棟木３１に対して押し下げると共に、粘着テープ２５の剥離紙２６を剥がす（ステップ
１０４）。ここで、ステップ１０４の棟用防水シート２０の長手方向の裾部を棟木３１に
対して押し下げと、粘着テープ２５の剥離紙２６を剥がすこととは、時間的に前者と後者
を同時並行的に行ってよく、また後者の剥離を先に行ってから前者の押し下げを行っても
良い。棟用防水シート２０の長手方向の裾部を棟木３１に対して押し下げる際に、粘着テ
ープ２５の剥離紙２６を剥がしながら押し下げることで、同時並行的に作業でき、施工の
手順を簡略化できる。
【００８５】
　なお、棟用防水シート２０が接着テープ２５を有している場合に、棟用防水シート２０
を屋根材３５の山部３５２や谷部３５４と接着するために、粘着テープ２５に設けられた
剥離紙２６を剥がすタイミングは、ステップ１０２とステップ１０４との間やステップ１
０４と同時に限られるものではなく、後で述べるようなステップ１０４とステップ１０６
との間、ステップ１０６とステップ１０８との間、ステップ１０８とステップ１０１０と
の間、の何れでもよい。
【００８６】
　次に、図５（ｂ）（ｉｉ）・（ｉｉｉ）に示すように、棟用防水シート２０の裾部２４
が屋根材３５に届かない場合に、長手方向折返し重合せ部Ｌを横手方向に延伸させて、裾
部２４が屋根材３５に届く状態にする（ステップ１０６）。この場合、長手方向折返し重
合せ部Ｌを横手方向に延伸させる程度としては、裾部２４を棟包３６の内側の墨打ち位置
に納まる程度にするのがよい。続いて、屋根材３５の山部３５２に対しては、棟用防水シ
ート２０を長手方向に接着する（ステップ１０８）。他方、屋根材３５の谷部３５４に対
しては、当該谷部形状に沿うように、棟用防水シート２０を長手方向に延伸させて接着す
る（ステップ１１０）。棟用防水シート２０と屋根材３５の山部３５２や谷部３５４との
接着には、粘着テープ２５を用いるのがよい。屋根材３５として日本瓦のように一枚の瓦
に山部３５２と谷部３５４が存在するものを用いると、隣接する瓦相互の設置において山
部３５２と谷部３５４の端部を旨く位置合わせすることで、雨水に対する耐性の高い、強
固に一体構造の屋根が構成できる（ステップ１１２）。このとき、図７に示すように、棟
用防水シート２０は、屋根材３５の山部３５２や谷部３５４の形状に適合させると共に、
棟木３１の形状に適合させる必要がある。そこで、棟用防水シート２０の横手方向折返し
重合せ部Ｔに関しては、棟木３１のように平坦な場合では重ね合せた状態で装着し、屋根
材３５の山部３５２や谷部３５４のように凸凹形状の場合は重ね合せた状態から展開状態
にして、装着する。
【００８７】
　図６に示す棟用防水シートの設置手順によれば、図５（ｂ）に示すように、棟用防水シ
ート２０の長手方向の裾部を棟木３１に対して押し下げた位置が、棟包３６からはみ出る
ことはない。これにより、棟包内の墨打ちをした所定位置に納まり、裾部が所定位置に届
かない場合は、長手方向折返し重合せ部Ｌを横手方向に伸ばして屋根材３５に接着でき、
従来の棟用防水シート２０に長手方向折返し重合せ部Ｌが存在しない場合において、棟用
防水シート２０がはみ出た場合にも棟用防水シート２０の折り曲げ作業をする必要がなく
なる。
【００８８】
　長手方向折返し重合せ部Ｌは、折返し棟用防水シート部２０３を折り重ねた状態から横
手方向に伸ばすことによって、棟木３１の高さが各種の建築物によって相違する場合にも
、単一の棟用防水シート２０で対処できる範囲が広がる。また、長手方向折返し重合せ部
Ｌは、建造物の屋根内部への浸水を防止する止面戸と同様の機能を発揮する水返し部とし
ても使用できると共に、さらに粘着テープ２５の装着幅を広げることにも使用できる。
【００８９】
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　図６（ステップ１００）のように、棟用防水シート２０の長手方向の中央部を、棟木３
１の上側面に長手方向に固定することで、作業者は両手を用いて、図５（ａ）に図示する
ように、棟用防水シート２０の両裾部を屋根材３５に隙間なく貼り付けることができる。
また、棟包３６部の外側に棟用防水シート２０の裾部が出ることがなく、意匠性も良好で
ある。
【００９０】
　本発明の棟用防水シートの設置方法によれば、多層防水シートが折り曲げ加工性と耐久
性も併せ持つので、棟用防水シート２０を施工後、時間と共にエラストマーシート１が常
温で形状記憶するため、裾部の下面に装着されている粘着テープ２５の接着力とアルミ箔
３の形保性に加え、エラストマーシート１も形状を記憶しているため、屋根材３５への接
着に大きく貢献する。例えば、仮に経年後に粘着テープ２５の粘着力の低下があった場合
でも、アルミ箔３の保形性だけでなく、多層防水シート５の効果によって、屋根材３５か
ら剥離する危険性が減るので、これに伴い漏水の危険性も減るため、結果的に建造物の高
耐久化に寄与するものである。
【００９１】
　また、本発明の棟用防水シートを用いた棟施工ユニットによれば、次のような特徴があ
る。即ち、棟木支持材３２は、従来のように防錆加工された金属製の場合には剛性に乏し
く、風や積雪などで揺れたり曲がってしまう課題があった。しかし、棟木支持材として、
棟木接触部３２１、縦支持部３２２、逆Ｙ字形接触部３２３を有する樹脂製棟支持材３２
を用いることで、堅牢性を確保して、長期間使用しても倒れることが防止できる。
【００９２】
　以上、添付図面を参照して、この発明の実施形態を説明したが、この発明はかかる実施
形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲の記載から把握される技術的範囲におい
て種々の形態に変更可能である。例えば、上記実施例においては、屋根用防水シートの用
途として棟用防水シートを例示しているが、本発明はこれに限定されるものではなく、雨
水が建築物に侵入しやすい箇所における雨止めシール材として利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】本発明の棟用防水シートに用いられる多層防水シートの拡大断面図である。
【図２】屋根用防水シートの構成図で、（ａ）は屋根用防水シートについて（ｂ）のＡ－
Ａ方向の断面図、（ｂ）は屋根用防水シートの構成斜視図である。
【図３】棟用防水シートの一実施の形態を説明する構成図で、（ａ）は上面から見た平面
図、（ｂ）は図３（ａ）のｂ－ｂ方向から見た横手方向断面図、（ｃ）は下面から見た底
面図、（ｄ）は図３（ａ）ｄ－ｄ方向から見た側面図である。
【図４】棟用防水シートの他の実施の形態を説明する構成図で、（ａ）は上面から見た平
面図、（ｂ）は図４（ａ）のｂ－ｂ方向から見た横手方向断面図、（ｃ）は下面から見た
底面図、（ｄ）は図４（ａ）ｄ－ｄ方向から見た側面図である。
【図５】棟用防水シートの施工状態を説明する要部拡大断面図で、（ａ）は屋根の棟部近
傍における棟用防水シートの納まり状態を説明する要部断面図、（ｂ）は棟用防水シート
の棟部近傍における作業態様を説明する要部断面図、（ｃ）は棟用防水シートの効用を説
明する要部断面図である。
【図６】棟用防水シートの設置方法を説明する流れ図である。
【図７】棟の長手方向に棟用防水シートを敷設する場合を説明する斜視図である。
【符号の説明】
【００９４】
１　エラストマーシート（クロロスルフォン化ポリエチレン）
２　粘着剤（アクリル樹脂系粘着剤）
３　アルミ箔
４　樹脂系塗料
５　多層防水シート
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１０　屋根用防水シート
２０　棟用防水シート
２５　粘着テープ（ブチルテープ）
２６　剥離紙
２７　釘穴シール性シート部
２８　通気撥水繊維部
２９　通気孔部
３０　棟部
３１　棟木
３２　棟木支持材
３３　ルーフィング
３４　桟木
３５　屋根材（瓦）
３６　屋根材（棟包）
３８　木ズリ
３９　野地板（下地板）
Ｌ．長手方向折返し重合せ部（Length direction）
Ｔ．横手方向折返し重合せ部（Transverse direction）
 


	header
	written-amendment

